
12月 1日号�
◆ P.2～3�
◆ P.4�
◆ P.5�
◆ P.6～8�
◆ P.9�
◆ P.10�
�
◆ P.11～17�
◆ P.18�
◆ P.19�
◆ P.20

人権週間�
ゴミ収集休み・障害者の日�
保育所(園)入所申込・年末の交通安全�
職員の給与�
トピックス�
ＩＴ講習会・入札参加資格申請受付�
・都市計画決定�
お知らせ�
あそぼ～児童センター�
曇りのち晴れ・クイズ・散歩道�
まちのニュース・元気をパチリ�
�

平成13年（2001年）　第722号�



人
権
週
間

2

2001. 12.  1 市報かすが

人
権
擁
護
委
員
に
よ
る
相
談
会
で
す
。

い
じ
め
、
体
罰
、
差
別
、
家
庭
内
・
近

隣
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
、
み
な
さ
ん
が
毎

日
の
生
活
の
中
で
困
っ
て
い
る
こ
と
が

あ
れ
ば
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時

12
月
４
日
�

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所

春
日
市
役
所
市
民
相
談
室

弁
護
士
、
公
証
人
、
人
権
擁
護
委
員
、

法
務
局
職
員
に
よ
る
相
談
会
で
す
。

日
時

12
月
17
日
�

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所

二
日
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
（
筑
紫
野
市
二
日
市
７
０
８

―
５
）

問
い
合
わ
せ
先

福
岡
法
務
局
筑
紫
支

局�(
922)

２
８
８
１

あ
な
た
の
悩
み
を
思
い
切
っ
て
話
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
女
性
人
権
擁
護
委
員

が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

電
話
で
の
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

女
性
人
権
擁
護
委
員
と
一
緒
に
問
題

解
決
の
方
法
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

日
時

毎
月
第
１
水
曜
日

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

場
所

福
岡
法
務
局
筑
紫
支
局
（
筑
紫

野
市
二
日
市
６
７
４
―
１
）

相
談
内
容

▽
身
近
な
人
か
ら
の
暴
力

▽
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

▽
ス
ト
ー
カ
ー
被
害

▽
離
婚
な
ど
夫
婦
間
の
問
題

▽
子
ど
も
や
家
庭
内
の
問
題

問
い
合
わ
せ
先

筑
紫
人
権
擁
護
委
員

協
議
会

�(

922)

２
８
８
１

「
世
界
人
権
宣
言
」
が
１
９
４
８
年(

昭
和
23
年)

12
月

10
日
に
国
際
連
合
で
採
択
さ
れ
た
こ
と
に
ち
な
み
、
国

は
、
毎
年
こ
の
日
を
「
人
権
デ
ー
」
と
し
、
そ
の
前
後

１
週
間
を
「
人
権
週
間
」
と
定
め
て
、
人
権
意
識
の
普

及
高
揚
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

世
界
人
権
宣
言
は
、
基
本
的
人
権
尊
重
の
原
則
を
定

め
た
も
の
で
、
各
国
の
憲
法
に
も
取
り
入
れ
ら
れ
る
な

ど
、
世
界
の
人
々
の
人
権
擁
護
の
た
め
に
大
き
な
働
き

を
し
て
い
ま
す
。

人
権
と
は
、
簡
単
に
言
え
ば
、
私
た
ち
が
い
き
い
き

は
つ
ら
つ
と
し
た
生
活
を
送
る
た
め
の
権
利
で
す
。

こ
の
権
利
は
、
日
本
国
憲
法
が
す
べ
て
の
人
に
保
障

し
て
い
ま
す
。

人
は
だ
れ
で
も
、
幸
せ
で
生
き
が
い
の
あ
る
生
活
を

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
と
き
に
は
自
分

の
権
利
と
他
人
の
権
利
が
ぶ
つ
か
り
合
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
そ
ん
な
時
、
自
分
の
権
利
ば
か
り
を
主
張
す
る

の
で
は
な
く
、
相
手
の
人
権
も
重
ん
じ
て
お
互
い
の
立

場
を
理
解
し
合
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
豊
か
な
人
間
関

係
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
機
会
に
、「
一
人
ひ
と
り
の
人
権
」
に
つ
い
て
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

特
設
人
権
相
談
所

法
務
総
合
相
談
所

人
権
週
間
に
ち
な
み
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
機
関
が
開
設
さ
れ
ま
す
。

こ
の
機
会
に
日
頃
悩
ん
で
い
る
こ
と
を
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

い
ず
れ
も
無
料
で
、
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
身
近
な
差

別
や
偏
見
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と

が
、
人
権
を
尊
重
す
る
社
会
を
築
く

た
め
の
近
道
で
す
。

す
べ
て
の
人
の
心
が
通
じ
合
い
、

21
世
紀
に
人
権
尊
重
の
輪
が
広
が
る

よ
う
に
、
次
の
よ
う
な
人
権
啓
発
活

動
を
展
開
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

▽
女
性
の
地
位
を
高
め
よ
う

▽
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

▽
高
齢
者
を
大
切
に
す
る
心
を
育
て

よ
う

▽
障
害
の
あ
る
人
の
完
全
参
加
と
平

等
を
実
現
し
よ
う

▽
部
落
差
別
を
な
く
そ
う

▽
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る
理
解
を

深
め
よ
う

▽
外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し
よ
う

▽
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
や
ハ
ン
セ
ン
病
患

者
な
ど
に
対
す
る
偏
見
を
な
く
そ

う

（
福
岡
法
務
局
・
福
岡
県

人
権
擁
護
委
員
連
合
会
）

女
性
問
題
相
談
室

人
権
に
つ
い
て
の
相
談
窓
口

育
て
よ
う

一
人
ひ
と
り
の
人
権
意
識

「
思
い
や
る
心
が
築
く
新
世
紀
」



人
権
週
間

3

12
月
４
日
〜
10
日
の
人
権
週
間
に
ち

な
み
、
差
別
の
な
い
明
る
い
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
た
め
、
人
権
週
間
講
演
会

を
開
催
し
ま
す
。

参
加
は
無
料
で
、予
約
も
不
要
で
す
。

日
時

12
月
５
日
�
　
午
前
10
時
〜
正

午(

受
付
９
時
30
分
〜)

場
所

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
サ
ン

ホ
ー
ル(

大
谷
６
―
24
）

内
容

博
多
に
わ
か
で
学
ぶ
人
権
問
題

「
笑
い
で
差
別
を
吹
き
飛
ば
そ

う
」

講
師

松
崎

ま
つ
ざ
き

真
治

し

ん

じ

さ
ん
、室
田

む

ろ

た

治
お
さ
む

さ
ん
、

深
川

ふ
か
が
わ

弘
輝

こ

う

き

さ
ん(

博
多
に
わ
か

教
室
「
紋
太

も

ん

た

に
わ
か
塾
」)

問
い
合
わ
せ
先

社
会
教
育
課

�(

575)

４
１
２
１

舞
台
美
術
家
で
あ
り
、
エ
ッ
セ
イ
ス

ト
と
し
て
も
知
ら
れ
る
妹
尾

せ

の

お

河
童

か

っ

ぱ

さ
ん

に
よ
る
講
演
会
な
ど
を
開
催
し
ま
す
。

当
日
は
、
手
話
通
訳
や
要
約
筆
記
も

行
い
ま
す
。

期
日

12
月
９
日
�

場
所

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
（
原
町
３

―
１
―
７
）

内
容

▽
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

「
韓
国
伝
統
芸
能
公
演
」（
サ
ム
ル

ノ
リ
な
ど
）

演
奏
　
朴
康
秀

パ
ク
カ
ン
ス

チ
ャ
ン
ゴ
グ
ル
ー
プ
　

時
間
　
午
後
１
時
〜
１
時
30
分

▽
全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト

福
岡
県
大
会
優
秀
作
品
の
発
表

時
間
　
午
後
１
時
35
分
〜
２
時
15
分

発
表
者

「
障
害
を
も
っ
た
人
々
に
つ
い
て
」

松
本

ま
つ
も
と

梢
こ
ず
え

さ
ん(

春
日
野
中)

「
相
手
を
理
解
す
る
と
い
う
こ
と
」

田
代

た

し

ろ

絢
子

じ
ゅ
ん
こ

さ
ん(

筑
紫
女
学
園
中
学
校)

「
い
っ
し
ょ
に
育
つ
こ
と
」

荒
木

あ

ら

き

成
佳

ま
さ
よ
し

さ
ん(

鞍
手
町
立
鞍
手
北
中)

「
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
の
人
々
に
学
ぶ
」

阿
萬

あ

ま

ん

俊
一

と
し
か
ず

さ
ん(

宮
田
町
立
宮
田
西
中)

「
今
、
僕
達
が
考
え
る
べ
き
こ
と
」

城
戸

き

ど

良
祐

り
ょ
う
す
け

さ
ん(

豊
津
町
立
豊
津
中)

▽
講
演
会

演
題
　
「
少
年
Ｈ
」
で
伝
え
た
か
っ

た
こ
と

講
師
　
妹
尾
河
童

時
間
　
午
後
２
時
30
分
〜
４
時

※

託
児
を
希
望
さ
れ
る
人
は
事
前
に

予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

県
人
権
啓
発
情
報
セ

ン
タ
ー

�(

584)

１
２
７
１

筑
紫
地
区
内
の
中
学
生
が
書
い
た
、

人
権
に
関
す
る
作
文
を
紹
介
し
ま
す
。

み
な
さ
ん
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時

12
月
７
日
�
　
午
後
６
時
〜

場
所

ま
ど
か
ぴ
あ
大
ホ
ー
ル
（
大
野

城
市
曙

あ
け
ぼ
の
町
２
―
３
―
１
）

発
表
者

「
心
配
り
の
大
切
さ
」

立
石

た
て
い
し

亜
希

あ

き

さ
ん(

筑
紫
野
市
立
筑
紫
野
中)

「
私
の
尊
敬
す
る
人
」

加
藤

か

と

う

真
希
子

ま

き

こ

さ
ん(

春
日
東
中)

「
平
和
な
未
来
」

吉
村

よ
し
む
ら

伊
世

い

よ

さ
ん(

大
野
城
市
立
大
野
中)

問
い
合
わ
せ
先

人
権
女
性
政
策
課

人
権
問
題
を
考
え
る
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
が
行
わ
れ
ま
す
。

差
別
の
無
い
社
会
を
作
る
た
め
に
、
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

春
日
市
人
権
週
間
講
演
会

福
岡
県
人
権
週
間
講
演
会

中
学
生
人
権
作
文
発
表
会

人
権
擁
護
委
員
は
、
法
務
大
臣
か

ら
委
嘱
を
受
け
、
私
た
ち
地
域
住
民

の
人
権
を
守
る
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
を
し
て
い
ま
す
。

活
動
は
市
役
所
や
法
務
局
、
自
宅

で
行
う
人
権
相
談
や
街
頭
で
の
啓
発

活
動
、
委
員
が
法
律
や
人
権
に
つ
い

学
ぶ
た
め
の
研
修
会
へ
の
参
加
と
多

岐
に
わ
た
り
ま
す
。

春
日
市
人
権
擁
護
委
員

白
山

し
ら
や
ま

法
子

の

り

こ

さ
ん
（
下
白
水
南
４
丁

目
）

�(

571)

０
１
９
３

高
野

た

か

の

光
雄

み

つ

お

さ
ん
（
須
玖
南
３
丁
目
）

�(

591)

１
１
３
４

白
水

し
ら
う
ず

欣
哉

き

ん

や

さ
ん
（
小
倉
６
丁
目
）

�(

591)

０
２
２
９

片
野

か

た

の

明
子

あ

き

こ

さ
ん
（
松
ヶ
丘
２
丁
目
）

�(

596)

６
３
２
６

森
山

も
り
や
ま

利
徳

と
し
の
り

さ
ん
（
松
ヶ
丘
４
丁
目
）

�(

595)

０
８
４
６

福
島

ふ
く
し
ま

恭
輔

き
ょ
う
す
け

さ
ん
（
泉
１
丁
目
）

�(

571)

５
２
２
５

別
府

べ

っ

ぷ

る
み
子こ

さ
ん
（
春
日
原
北
町

５
丁
目
）

�(

591)

７
６
０
６

春
日
市
に
は
、
現
在
７
人
の
人
権

擁
護
委
員
が
お
り
、
い
じ
め
や
体
罰
、

虐
待
、
差
別
、
家
庭
問
題
な
ど
の
人

権
問
題
に
つ
い
て
、
親
身
に
な
っ
て

問
題
解
決
に
努
め
て
い
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ

れ
ま
す
。

悩
み
を
抱
え
て
い
る
人
は
、
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

人
権
擁
護
委
員
に
再
任
さ
れ
た
別

府
さ
ん
に
話
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

「
最
近
は
、
隣
人
と
の
ト
ラ
ブ
ル
な

ど
、
解
決
が
難
し
い
相
談
が
増
え
て

い
ま
す
。
法
律
な
ど
を
勉
強
し
て
、

相
談
者
に
少
し
で
も
良
い
ア
ド
バ
イ

ス
が
で
き
る
よ
う
に
努
め
て
い
ま

す
。
女
性
の
立
場
、
感
覚
を
生
か
し

な
が
ら
、
皆
さ
ん
の
お
役
に
た
て
れ

ば
と
思
い
ま
す
」
と
抱
負
を
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

人
権
週
間
関
連
イ
ベ
ン
ト

10
月
１
日
付
け
で
再
任

別
府
る
み
子
さ
ん

u
人
権
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
人
Ｋ
Ｅ
Ｎ
ま
も
る
君
」



年
末
年
始
は
ゴ
ミ
の
収
集
を
休
み
ま
す
。

事
前
に
ゴ
ミ
出
し
日
を
確
認
し
、
大
掃
除
は
早

め
に
行
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

休
む
期
間

12
月
31
日
�
〜
１
月
３
日
�

※

ゴ
ミ
出
し
日
が
12
月
31
日
�
の
地
区
は
、
12

月
30
日
�
に
振
り
替
え
て
収
集
し
ま
す
。

年
末
年
始
は
、
ゴ
ミ
処
理
施
設
へ
の
ゴ
ミ
の
直

接
持
ち
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

○
燃
え
る
ゴ
ミ

施
設

福
岡
市
南
部
工
場
（
下
白
水
１
０
４
―

５
）

休
む
期
間

12
月
31
日
�
午
後
３
時
〜
１
月
３

日
�

※

通
常
、
日
曜
日
に
は
ゴ
ミ
の
持
ち
込
み
は

で
き
ま
せ
ん
が
、
12
月
30
日
�
の
午
後
３
時

ま
で
は
臨
時
に
持
ち
込
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。

○
燃
え
な
い
ゴ
ミ

施
設

春
日
大
野
城
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ(

春

日
公
園
６
―
２)

休
む
期
間

12
月
29
日
�
〜
１
月
３
日
�

お
正
月
に
、
便
槽
が
あ
ふ
れ
た
り
す
る
こ
と
が

な
い
よ
う
、
前
も
っ
て
く
み
取
っ
て
も
ら
い
ま
し

ょ
う
。

休
む
期
間

12
月
29
日
�
〜
１
月
４
日
�

年
末
年
始
は
、
動
物
の
管
理
が
で
き
な
い
た
め
、

犬
や
ネ
コ
の
引
き
取
り
を
休
み
ま
す
。

引
き
取
り
を
休
む
日

▽
市
役
所

12
月
26
日
�
、
平
成
14
年
１
月
２
日

�
▽
筑
紫
保
健
所

12
月
28
日
�
、
平
成
14
年
１
月

４
日
�

※

家
庭
で
ど
う
し
て
も
飼
え
な
く
な
っ
た
犬
や

ネ
コ
は
、
市
役
所
で
は
毎
週
水
曜
日
の
午
前
８

時
30
分
〜
10
時
に
、
筑
紫
保
健
所
で
は
毎
週
金

曜
日
の
午
前
８
時
30
分
〜
９
時
30
分
に
引
き
取

っ
て
い
ま
す
。

引
き
取
っ
た
犬
や
ネ
コ
は
、
一
定
期
間
が
過

ぎ
る
と
処
分(

安
楽
死)

さ
れ
ま
す
。
引
き
取
っ

て
も
ら
う
前
に
、
新
し
い
飼
い
主
を
探
す
な
ど
、

も
う
一
度
よ
く
考
え
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
安
楽
死
が
い
や
だ
か
ら
と
、
山
な
ど

に
捨
て
る
と
、
野
良
犬
や
野
良
ネ
コ
に
な
り
、

病
気
を
媒
介
す
る
原
因
に
も
な
り
ま
す
。
絶
対

に
や
め
ま
し
ょ
う
。

(

環
境
対
策
課)

ゴ
ミ
収
集
休
み
・
障
害
者
の
日
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ゴ
ミ
処
理
施
設
の
休
み

燃
え
る
ゴ
ミ
・
ビ
ン
カ
ン
類
の
収
集
休
み

犬
・
ネ
コ
の
引
き
取
り
の
休
み

し
尿
の
く
み
と
り
休
み

「
障
害
者
の
日
」
は
、
昭
和
56
年
12
月
９
日
に
国
際
連
合
で
「
障
害
者
の
権
利
宣
言
」
が
採
択
さ
れ

た
こ
と
を
記
念
し
て
制
定
さ
れ
た
も
の
で
す
。

こ
の
日
は
、
障
害
者
の
福
祉
に
つ
い
て
の
関
心
と
理
解
を
深
め
、
障
害
者
が
社
会
・
経
済
・
文
化
そ

の
他
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
活
動
に
積
極
的
に
参
加
す
る
意
欲
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
催
し
が
行
わ
れ
ま
す
。

い
ず
れ
も
参
加
は
無
料
で
す
の
で
、
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

講
演
会

日
時

12
月
８
日
�
　
午
後
１
時
〜
３
時

場
所

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
ア
リ
ー
ナ(

昇
町
１
―

１
２
０)

演
題

”障
害
者
の
日
“
に
思
う
こ
と

講
師

石
松
　
周
さ
ん(

福
岡
市
障
害
者
関
係
団

体
協
議
会
事
務
局
次
長)

※
　
手
話
通
訳
を
行
い
ま
す
。

街
頭
啓
発
（
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
と
啓
発
物
品
の
配
布
）

日
時

12
月
６
日
�
〜
７
日
�
　
午
後
３
時
〜

場
所

西
鉄
春
日
原
駅
、
Ｊ
Ｒ
春
日
駅
な
ど
市
内

５
か
所

春
日
市
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
テ
ニ
ス
・
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
・
水
泳
）

障
害
の
あ
る
無
し
に
関
わ
ら
ず
、
だ
れ
で
も
交

流
で
き
る
大
会
で
す
。
皆
さ
ん
の
応
援
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

日
時

12
月
９
日
�
　
午
前
９
時
〜
午
後
２
時

場
所

春
日
勤
労
者
総
合
ス
ポ
ー
ツ
施
設
人
工
芝

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど

問
い
合
わ
せ
先

高
齢
障
害
課

障
害
者
で
つ
く
る
グ
ル
ー
プ
の
文
化
芸
術
活
動

を
紹
介
し
ま
す
。

入
場
は
無
料
で
す
。

み
な
さ
ん
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

期
日

12
月
２
日
�

場
所

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
　
大
ホ
ー
ル(

原
町

３
―
１
―
７)

内
容

▽
午
前
10
時
〜
11
時

筑
豊
青
少
年
交
響
楽
団
演
奏

▽
午
前
11
時
〜
午
後
４
時

応
募
16
グ
ル
ー
プ
の
演
奏
、
合
唱
、
舞
踊
、
演

劇
な
ど
の
発
表

▽
午
前
11
時
〜
午
後
３
時

福
祉
活
動
の
紹
介

盲
導
犬
協
会
活
動

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
・
障
害
者
疑
似
体
験

障
害
者
が
製
作
し
た
製
品
の
販
売
な
ど

問
い
合
わ
せ
先

福
岡
県
障
害
者
社
会
参
加
推
進

セ
ン
タ
ー

�(

584)

６
０
６
７

第
２
回
福
岡
県
障
害
者
文
化
祭



保
育
所(

園)

入
所
申
込
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年
末
の
交
通
安
全
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来
年
度
の
保
育
所(

園)
の
入
所
の
受

付
を
開
始
し
ま
す
。

対
象
（
次
の
条
件
を
満
た
す
人
）

▽
春
日
市
内
に
居
住

▽
生
後
３
か
月
（
一
部
の
保
育
所
で
は

生
後
51
日
以
上
）
か
ら
就
学
前
ま
で

の
乳
幼
児

▽
保
護
者
の
仕
事
や
病
気
な
ど
、
家
庭

で
保
育
を
受
け
ら
れ
な
い
事
情
が
あ
る

※

現
在
入
所
中
で
継
続
を
希
望
す
る

人
や
、
現
在
入
所
待
機
中
の
人
も
、

す
べ
て
新
た
な
申
し
込
み
が
必
要
で

す
。

受
付
期
間

平
成
14
年
１
月
９
日
�
〜

18
日
�

受
付
時
間

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時

受
付
場
所

▽
新
規
希
望
者
・
待
機
中
の
人

市
役
所
２
０
７
会
議
室

▽
継
続
希
望
者
（
現
在
保
育
所
に
入
所

中
の
人
）

入
所
し
て
い
る
保
育
所(

園)

申
込
用
紙

12
月
10
日
�
か
ら
、
こ
ど

も
未
来
課
、
各
保
育
所(

園)

で

配
布

※

職
場
復
帰
な
ど
で
年
度
途
中
の
入

所
希
望
者
も
早
め
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

こ
ど
も
未
来
課
保
育

所
担
当

保育所(園)一覧�

年
末
は
、
忘
年
会
な
ど
お
酒
を
飲

む
機
会
が
増
え
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

時
に
は
、
車
は
使
用
せ
ず
、
公
共
の

交
通
機
関
な
ど
を
利
用
し
て
く
だ
さ

い
。ま

た
、
夜
間
や
夕
方(

薄
暮
時)

の

死
亡
事
故
も
こ
の
時
期
多
く
な
り
ま

す
。
車
を
運
転
す
る
際
は
、
早
め
に

ラ
イ
ト
を
点
灯
し
、
歩
行
者
や
自
転

車
に
注
意
し
て
運
転
し
て
く
だ
さ
い
。

歩
行
者
や
自
転
車
利
用
者
も
、
夜

間
は
目
立
つ
服
装(

明
る
め
の
服
や
反

射
材
付
き
の
服)

で
外
出
す
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

12
月
は
、
気
分
的
に
も
慌
た
だ
し

く
な
り
ま
す
が
、
こ
ん
な
時
こ
そ
、

思
い
や
り
や
ゆ
ず
り
あ
い
の
気
持
ち

を
持
っ
て
交
通
安
全
に
心
掛
け
ま
し

ょ
う
。

重
点
項
目

▽
飲
酒
運
転
を
追
放
し
よ
う

▽
夜
間
、
夕
方(

薄
暮
時)

に

お
け
る
交
通
事
故
を
防
止

し
よ
う

▽
交
差
点
の
交
通
マ
ナ
ー
を

高
め
よ
う

(

道
路
管
理
課)
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　市職員の給与と職員定数については、市議会における条例と予算の審議などを通じて明らかにさ
れ決定されています。市民の皆さんにご理解をいただくため、平成13年4月1日現在の市職員の給
与と定数について公表します。�

2 職員給与の状況
（平成13年度　普通会計予算）

※ 人件費には、特別職（市長、議員など）の給料や報酬、一般職職員
の給与のほか、共済組合負担金、退職手当などが含まれています。

1 人件費の状況
（平成12年度　普通会計決算）

※１　職員手当には、退職手当と児童手当は含まれていません。
※２　期末・勤勉手当とは、一般企業の賞与（ボーナス）にあたります。

3 職員の平均給料・平均給与の月額と平均年齢の状況

4 一般行政職員の初任給の状況5 職員の経験年数別・平均給料月額の
状況

※1

※2※2
区　　　　　　　分�

一般行政職�

技能労務職�

平均給料月額（基本給）� 35万4,383円�

40万8,105円�

41.1歳�

39万4,315円�

42万9,145円�

52.0歳�

32万6,106円�

公表なし�

39.9歳�

28万9,315円�

公表なし�

47.9歳�

34万5,433円�

42万7,631円�

40.9歳�

34万 747円�

39万5,076円�

46.9歳�

平均給与月額（諸手当込み）�

平均年齢�

平均給料月額（基本給）�

平均給与月額（諸手当込み）�

平均年齢�

春　日　市� 国� 福　岡　県�

給与�
17億9,374万2千円�
（58.5%）�

期末・勤勉手当�
8億6,155万円�
（28.1%）�

※１　一般行政職とは、行政職の職員のうち税務職、看護婦と保健婦職の職員を除いたものです。
※２　国と福岡県は、公表時期が異なるため、平成12年４月１日現在の数値になっています。

経験年数�
10年�

経験年数�
15年�

経験年数�
20年�

28万1,160�
円�

33万8,900�
円�

39万3,707�
円�

29万4,700�
円�
該当者なし�

該当者なし�

24万2,000�
円�

該当者なし�該当者なし�

一般�
行政職�

技能�
労務職�

区　　分�

高
校
卒�

大
学
卒�

高
校
卒�

給与�
17億9,374万2千円�
（58.5%）�

期末・勤勉手当�
8億6,155万円�
（28.1%）�

※ 福岡県は、公表時期が異なるため、平成12年４月１日現在の数値にな
っています。

区　　分� 春日市� 国（Ⅱ種）� 福岡県�

初任給�

採用2年目�

初任給�

採用2年目�

大
　
卒�

高
　
卒�

17万4,400円�

�

19万6,300円�

�

14万6,500円�

�

16万3,800円�

�

17万4,400円�

�

18万9,000円�

�

14万1,900円�

�

15万1,800円�

�

18万1,700円�

�

19万6,300円�

�

14万6,500円�

�

15万7,700円�

�

給与�
17億9,374万2千円�
（58.5%）�

期末・勤勉手当�
8億6,155万円�
（28.1%）�

※�

給与費総額�
30億6,303万円�
（一人当たり�

　　754万4千円）�
職員数406人�

給与�
17億9,374万2千円�
（58.5%）�

給与�
18億923万円�
（59.1%）�

期末・勤勉手当�
8億6,155万円�
（28.1%）�

期末・勤勉手当�
8億6,155万円�
（28.1%）�

職員手当�
3億9,225万円�
（12.8%）�

※2

※1

住民基本台帳人口�
（平成13年3月31日現在）�

歳出総額（Ａ）�

人件費（Ｂ）�

人件費率（Ｂ/Ａ）�

12年度の人件費率�

10万5,783人�

272億880万円�

42億4,289万円�

15.6%�

14.1%

給与�
17億9,374万2千円�
（58.5%）�

期末・勤勉手当�
8億6,155万円�
（28.1%）�



職
員
の
給
与

7

6 一般行政職の級別職員数の状況

7 昇給期間短縮の状況

8 職員手当の状況

※ 昇給期間の短縮とは、勤務
成績が特に優秀である場合
に、通常より早く昇給を行う
ことです。

合　　計�
区　　　　　分�

11年度�12年度�11年度�12年度�11年度�12年度�

465人�

79人�

17.0%

465人�

22人�

4.7%

428人�

79人�

18.5%

430人�

22人�

5.1%

37人�

0人�

0%

35人�

0人�

0%

職 員 数（Ａ）�

普通昇給期間（12～24月) を�
短縮して昇給した職員数（Ｂ）�

比率（Ｂ）／（Ａ）�

行　政　職� 技能労務職�

1級�
（主事・技師）�

2級�
（主事・技師）�

3級�
（主事・技師）�

4級�
（主任）�

5級�
（主査）�

6級�
（係長・主査）�

7級�
（課長補佐）�

8級�
（課長・保育所長）�

9級�
（部長）�

0

20

40

60

80

100

120

140
（人）�

2

0.5�
%

4.0�
%
3.6�
%

2.1�
%�

0.9%

0.6%
3 2

15 12
7

41

31
35

80
82

86

41

23�23�

127

98 94

31

43 45

31 33 34

9 9 10

10.9�
% 10.4�

%9.3�
%

21.2�
%

10.9�
%

6.9�
%�
6.8�
%�

33.7�
%

29.3�
%
28.0�
%

8.2�
%

12.9�
%

13.4�
%

8.2�
%
9.9�
%
10.1�
%

2.4�
%

3.0�
%

2.7�
%

25.6�
%

24.5�
%

（各年4月1日現在）�

平成 8年�

平成12年�

平成13年�

※　%の数値は職員構成比です。�

※１　期末手当・勤勉手当の支給および扶養手当の額については、人事院勧告にしたがって改定される国家公務員に準じて改定する予定です。
※２　調整手当とは、物価水準などを考慮し地域間の実質給与格差を補うものです。
※３ 国の制度では春日市の支給率は０％になりますが、春日市内にある国の機関は６％支給されているため、「国の制度（支給率）」は６％と記載しています。
※４　特殊勤務手当とは、休日勤務や危険な業務などの従事者に対して支給される手当です。

勧奨・定年�区　分� 自己都合�

退
職
手
当�

28.875月分�
44.55  月分�
62.7    月分�
62.7    月分�

21.0  月分�
33.75月分�
47.5  月分�
60.0  月分�

勤続20年�
勤続25年�
勤続35年�
最高限度額�

1～2号給�20年以上勤務　1号給�退職時特別昇給�

その他の加算措置� 定年前早期退職特例措置（2％～20％加算）�

12年度1人当�
たり平均支給額�

自己都合     　429万円�
定年・勧奨  2,726万円�

 6 月期�
12月期�
 3 月期�
　 計�

期
末
手
当�

勤
勉
手
当�

（
月
額
）�

扶
養
手
当�

�

（
月
額
）�

住
居
手
当�

（
月
額
）�

通
勤
手
当�

勤勉手当�

国と同じ�

国と同じ�

国は20年以上�
勤務で1号棒�

国と同じ�

国と同じ�

国は公表�
していない�

期末手当�

内　　　　容�区分� 国との比較�

0.6　月分�
0.55月分�

―　�
1.15月分�

1.45月分�
1.6　月分�
0.55月分�
3.6　月分�

・配偶者  16,000円�
・扶養親族  2人まで6,000円�
・扶養親族  3人以上3,000円�
・配偶者がいない場合  1人目11,000円�
・扶養親族でない配偶者がある場合の1人目6,500円�
・特定期間加算（子の被扶養者16～22歳）  5,000円�

・借家居住者　�
　　　  支給限度額27,000円�
・持家居住者　一律4,900円�

国は、持家居住職員の場合は
1,000円（家を取得した日から5年
を経過するまでの間は2,500円)

・交通機関利用者　運賃相当額�
・交通用具（車など）利用者�
　　通勤距離に応じて支給�
　　（いずれも上限50,000円）�

国は通勤距離2㎞以上の者
を対象�
春日市は通勤距離1㎞以上
の者を対象�

支　給　率�

支給対象職員数�

国の制度（支給率）�

支給対象職員１人当たりの平均支給年額（11年度）�

6％�

465人�

6％ 　�

26万7,539円�

12.0%�

5万4,900円�

7種類�

調
整
手
当�

（
12
年
４
月
１
日
）�

職員全体に占める手当支給職員の割合�

支給対象職員1人当たりの平均支給年額�

手当の種類�

特
殊
勤
務
手
当�

（
12
年
度
）�

時
間
外
勤
務
手
当�

※2

※4

※3

代表的な手当�

支給総額�
平成11年度�

平成12年度�

平成11年度�

平成12年度�

1億2,631万2,000円�

1億1,866万8,619円�

27万2,000円�

25万5,000円�

職員１人当たり�
支給年額�

社会福祉業務手当　月額5,000 円・対象  9人�

徴収手当　　　　　月額4,000 円・対象16人�

※1

※1

給給給給与与与与とととと職職職職員員員員数数数数



職
員
の
給
与

8

2001. 12.  1 市報かすが

9 給与の水準

10 特別職の報酬

11 部門別職員数の状況と主な増減理由

12 定員適性化計画(増員抑制計画)の進みぐあい　（各年4月1日現在）

平成12年�

平成13年�

 春日市�

101.8�

102.0

 福岡県�

100.9�

公表なし�

（ラスパイレス指数）�

 　国�

100.0�

100.0

※1

※１ ラスパイレス指数とは給与水準を比較する方法の一つで、
この表では国の給与を基準（100）として比較しています。

区　　　分� 報酬等月額� 期　末　手　当�

給　料�
市　　　長�
助　　　役�
収　入　役�

議　　　長�
副　議　長�
常任委員長�
議　　　員�

970,000円�
804,000円�
737,000円�

593,000円�
519,000円�
484,000円�
474,000円�

（12年度支給割合）�
　6月期　1.45月分�
12月期　1.60月分�
　3月期　0.55月分�
�
　　　計　3.60月分�報　酬�

※　役職などによる加算措置あり。�

部　門�

一
般
行
政
部
門�

　
会
計
部
門�

公
営
企
業
等�

特別行政�
部門�

合　　　　計�

区　　分�

議 　 　 会 �

総 務 企 画 �

税 　 　 務 �

民 　 　 生 �

衛 　 　 生 �

農 林 水 産 �

商 　 　 工 �

土 　 　 木 �

小 　 　 計 �

教 　 　 育�

小 　 　 計 �

下　水　道 �

国 　 　 保 �

老 人 医 療 �

介 護 保 険 �

駐　車　場�

小 　 　 計 �

6�

87�

31�

121�

25�

2�

1�

58�

331�

102�

102�

13�

18�

1�

─�

─�

32�

465

6�

94�

32�

107�

26�

2�

1�

52�

320�

101�

101�

12�

18�

1�

11�

1�

43�

464

0�

7�

1�

－14�

1�

0�

0�

－6�

－11�

－1�

－1�

－1�

0�

0�

11�

1�

11�

－1

�

地域情報化の推進�

課税業務の充実�

保育士の配置転換�

不法投棄の防止�

�

�

公共事業の見直しなど�

�

社会教育事業の見直し�

�

下水事務の縮小�

�

�

介護保険課の移管�

駐車場事業の充実�

職　員　数�

平成12年� 平成13年�
対前年�
増減数�

主　な　増　減　理　由�

（単位　人）�

事務量の増加、人口の増加のなか、業務の効率化やＯＡ化、民間委託などを推進しています。

区  　 　　 分� 平成9年� 平成10年� 平成11年� 平成12年�

（単位　人）�

増員抑制計画（上限）�

増　　員　　数�

職　　員　　数�

4�

0�

470

5�

2�

472

5�

－6�

466

5�

－1�

465

平成13年�

5�

－1�

464

給給給給与与与与とととと職職職職員員員員数数数数

給与や職員数について分からないことや、詳しく知りたいことがありましたら、電話でお問い合
わせになるか、市役所２階情報公開コーナーへお越しください。 （人事法制課）
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春日市表彰式が、文化の日の11月３日、ふれあい文化セン
ターで行われました｡
市が、毎年、政治、経済、福祉、教育、文化などの各分野で
市政に貢献した人や、市民の模範と認められた人を表彰してい
るもので、今年は19人が受賞しました。
受賞者は次のとおりです。

（順不同、敬称略）
自治功労表彰　白水

しろうず

嗣秋
つぐあき

田中
た な か

篤司
あ つ し

自治表彰　池田
い け だ

鐡一
てついち

森山
もりやま

久子
ひ さ こ

黒木
く ろ き

一生
か ず お

佐藤
さ と う

克正
かつまさ

白水
しろうず

輝
てる

善
よし

八尋
や ひ ろ

一成
かずなり

一般表彰　上原
うえはら

雅夫
ま さ お

緒方
お が た

質
ただし

森園
もりぞの

昭
たかあき

五反田
ご た ん だ

孝義
たかよし

前原
まえはら

和
かず

生
お

宮�
みやざき

一夫
か ず お

小島
こ じ ま

巖
いわお

出口
で ぐ ち

正春
まさはる

久積
ひさづみ

幸
ゆき

敏
とし

小西
こ に し

恒秋
つねあき

野口
の ぐ ち

三左男
み さ お

上白水公民館を会場に子育て支援活動を行っている｢ひまわ
りクラブ｣が、11月１日、地区内の幼児とその保護者を対象に
公開子育て講座を開きました。
参加した30組の親子は、講師の高良

こ う ら

登美
と み

さん(須玖保育所保
育士)の指導で、手遊び、動物遊び、紙芝居などさまざまな｢親
子遊び｣を存分に楽しんでいました。
とりわけ新聞紙を使った遊びでは、親子で作る楽しさと同時
に、子どもたちがあと片付けの大切さも学ぶことができ、とて
も有意義な講座となったようです。

(広報レポーター　坂本
さかもと

八重子
や え こ

）

先日、広報の電話が鳴りました。「はい、広報担当です」。
「そちらでは、古い広報紙はどのくらい保存してありますか？」
「は？と言いますと・・・」「実は昭和45年からの広報紙を我が
家で保存しているのですが、保管する場所に困って、引き取っ
てもらおうかと思いまして」「ぜひ取りに伺わせていただきま
す」ということで、行ってきました。
電話の主、古賀

こ が

さんは、昭和44年から泉地区にお住まいで
春日のことを知ろうと、広報紙(当時は春日町政だより)を保存
してきたそうです。
見てみると、広報紙だけでなく、折込チラシや選挙公報など
も保存してあります。市では広報紙そのものは永久保存してい
るものの、チラシなどは廃棄処分していたので、貴重な資料と
なりました。
春日市の歴史の一コマの提供、どうもありがとうございました。

春日原小学校５年２組の児童たちが、10月26日、「龍神池の
憩
いこ

いの場の実現に向けて」の総合討論を行いました。
この授業の内容は、課題を見つけたり、調査したりする力を
養おうというものです。また、そうすることで自分の生き方に
ついても考えてもらおうというものです。
この日は、講師に招いた市役所や地域の人からのアドバイス
を受けながら、学校近くの龍神池を、どうすれば地域の人に関
心を持ってもらうことができるかについて熱心に議論。児童た
ちは「ゴミを減らすべきだ」「ベンチを置いたらよい」などの
活発な意見を出し合っていました。
この授業を通じて、児童たちは自分たちで物事を考えたり、
アイディアや手法を工夫したりする力が身に付いたのではない
でしょうか。 （広報レポーター　鬼塚

おにづか

文子
ふ み こ

）

子育て公開講座
ひまわりクラブ

第14回春日市表彰式
市政への貢献に敬意を表して

龍神池
りゅう じ ん い け

から見つめよう
未来の春日原

市報の歴史が一堂に

△活発に討論する子どもたち

v
昭
和
45
年
か
ら
、
市
報
を
丁
寧
に
保
存

さ
れ
た
古
賀
さ
ん

u
新
聞
紙
の
「
腰
み
の
」
を
付
け
て
喜

ぶ
子
ど
も
た
ち
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付
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市
が
行
う
一
般(

指
名)

競
争
入
札
に

参
加
す
る
た
め
に
は
、
参
加
資
格
審
査

を
受
け
、
業
者
登
録
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

登
録
希
望
業
者
は
、
期
間
内
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
今
回
の
業
者
登
録
の
有
効
期

間
は
平
成
14
年
４
月
１
日
〜
平
成
16
年

３
月
31
日
で
す
。

受
付
期
間

▽
新
規
登
録
業
者

平
成
14
年
２
月
４
日
�
〜
２
月
７
日

�
▽
登
録
更
新
業
者

平
成
14
年
１
月
10
日
�
〜
２
月
８
日

�
の
う
ち
市
が
指
定
し
た
日

受
付
時
間

午
前
９
時
〜
11
時
、
午
後

１
時
〜
３
時
30
分

受
付
場
所

市
役
所
２
０
８
会
議
室

申
請
書

▽
販
売
場
所
　
財
政
課

▽
販
売
日
時
　
12
月
10
日
�
〜
平
成
14

年
２
月
８
日
�(

土
・
日
曜
日
、
祝

日
を
除
く)

午
前
９
時
〜
正
午
　
午
後
１
時
〜
４

時
30
分

▽
販
売
価
格
　
１
部
２
０
０
円

※

登
録
に
あ
た
っ
て
は
、
営
業
経
歴

が
過
去
２
年
以
上
必
要
な
ど
の
条
件

が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先

財
政
課
契
約
担
当

市
は
、「
西
鉄
天
神
大
牟
田
線
連
続

立
体
交
差
事
業
」
お
よ
び
、
こ
れ
に
関

連
す
る
「
西
鉄
春
日
原
駅
周
辺
道
路

（
駅
前
広
場
を
含
む
）」
に
つ
い
て
、
都

市
計
画
を
決
定
し
ま
し
た
。

決
定
し
た
都
市
計
画
は
、
閲
覧
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

都
市
計
画
の
内
容

○
都
市
高
速
鉄
道(

県
決
定)

▽
西
鉄
天
神
大
牟
田
線
の
新
規
決
定

○
都
市
計
画
道
路(

県
決
定)

▽
筒
井
小
倉
線
の
幅
員
の
見
直
し

○
都
市
計
画
道
路(

市
決
定)

▽
春
日
原
駅
前
線(

新
規
決
定)

▽
側
道
春
日
原
１
〜
４
号
線
（
新
規

決
定
）

閲
覧
場
所

市
都
市
計
画
課
窓
口

問
い
合
わ
せ
先

市
都
市
計
画
課

Ｉ
Ｔ
講
習
会
追
加
募
集�

第
５
期
無
料
パ
ソ
コ
ン
講
習
会�

Ｉ
Ｔ
講
習
会
追
加
募
集�

第
５
期
無
料
パ
ソ
コ
ン
講
習
会�

コース�
1�
2�
3�
4�
5�
6�
7�
8�
9�
10

時間帯�
  9:00～12:00�
13:30～16:30�
  9:30～12:30�
13:30～16:30�
  9:00～12:00�
13:30～16:30�
  9:00～12:00�
13:30～16:30�
  9:30～12:30�
13:30～16:30

1回目�
1月  7日�
1月  7日�
1月  8日�
1月  8日�
1月  9日�
1月  9日�
1月10日�
1月10日�
1月11日�
1月11日�

2回目�
1月21日�
1月21日�
1月15日�
1月15日�
1月16日�
1月16日�
1月17日�
1月17日�
1月18日�
1月18日�

3回目�
1月28日�
1月28日�
1月22日�
1月22日�
1月23日�
1月23日�
1月24日�
1月24日�
1月25日�
1月25日�

4回目�
2月  4日�
2月  4日�
1月29日�
1月29日�
1月30日�
1月30日�
1月31日�
1月31日�
2月  1日�
2月  1日�

備　　考�
�
�

託児つき�
�
�
�
�
�

託児つき�

曜日�

月
�
�

火
�
�

水
�
�

木
�
�

金�

ＩＴ講習会日程表�

講
習
内
容

▽
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
　
　
　
　
　
　

▽
文
書
の
作
成
（
文
字
の
入
力
）

▽
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
方
法

▽
電
子
メ
ー
ル
の
利
用
方
法

対
象

こ
の
Ｉ
Ｔ
講
習
会
を
は
じ
め
て

受
講
す
る
20
歳
以
上
の
人
で
、

１
コ
ー
ス
の
全
日
程
を
す
べ
て

受
講
で
き
る
人(

中
途
で
の
コ

ー
ス
変
更
は
で
き
ま
せ
ん)

場
所

市
役
所
６
階
６
０
２
会
議
室

定
員

各
コ
ー
ス
20
人
（
申
込
多
数
の

場
合
は
抽
選
）

受
講
料

無
料

※

教
材
費
と
し
て
、
１，

０
０
０
円

程
度
必
要
で
す
。

託
児

２
歳
か
ら
就
学
前
ま
で（
無
料
）

申
込
方
法

記
入
例
を
参
考
に
ハ
ガ
キ

で
12
月
14
日
�
（
当
日
消
印
有

効
）
ま
で
に
申
し
込
む

※

申
し
込
み
は
一
人
１
枚
に
限
り
ま

す
。
受
講
決
定
者
に
は
、
後
日
受
講

カ
ー
ド
を
郵
送
し
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

企
画
情
報
課

Ｉ
Ｔ
講
習
会
担
当(

〒
816
―
８

５
０
１
春
日
市
役
所)

申込ハガキの記入例

Ｉ
Ｔ
講
習
会
追
加
募
集

講
習
会
追
加
募
集�

第
５
期
無
料

期
無
料
パ
ソ
コ
ン
講
習
会

講
習
会�
Ｉ
Ｔ
講
習
会
追
加
募
集�

第
５
期
無
料
パ
ソ
コ
ン
講
習
会�

第５期ＩＴ講習会受講申込
①住所　
②氏名（ふりがな）
③生年月日　
④電話番号　
⑤第１希望のコース番号
⑥第２希望のコース番号
⑦第３希望のコース番号
※ 託児を希望する場合は、以下も
記入してください。
⑧子どもの氏名（ふりがな）
⑨子どもの生年月日
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毎
月
第
３
日
曜
日
は
「
家
庭
の
日
」

で
す
。
こ
れ
は
、
せ
め
て
月
１
回
は
、

家
族
み
ん
な
で
会
話
し
た
り
、
遊
ん
だ

り
、
ス
ポ
ー
ツ
を
し
た
り
し
て
過
ご
し

て
欲
し
い
と
の
願
い
を
込
め
て
つ
く
ら

れ
た
も
の
で
す
。

家
庭
の
日
に
行
わ
れ
る
行
事
に
、
家

族
全
員
で
楽
し
く
参
加
し
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

「
家
庭
の
日
」
親
子
映
画
会

ガ
ン
バ
と
カ
ワ
ウ
ソ
の
冒
険

小
学
生
向
け
の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
映

画
で
す
。
入
場
は
無
料
。
家
族
で
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

期
日

12
月
16
日
�

時
間
（
上
演
時
間
　
80
分
）

▽
午
前
の
部
　
午
前
10
時
〜

▽
午
後
の
部
　
午
後
１
時
〜

場
所

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
サ
ン

ホ
ー
ル
（
大
谷
６
―
24
）

定
員

各
２
５
０
人

直
接
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

社
会
教
育
課

�(

575)

４
１
２
１

家
庭
の
日

温
水
プ
ー
ル
無
料
開
放

家
庭
の
日
に
、
温
水
プ
ー
ル
を
無
料

開
放
し
ま
す
。
対
象
は
親
子
お
よ
び
中

学
生
以
下
の
人
で
す
。
家
族
で
、
ふ
れ

あ
い
の
場
、健
康
づ
く
り
の
場
と
し
て
、

利
用
し
ま
せ
ん
か
。

期
日

▽
12
月
16
日
�
▽
平
成
14
年
１

月
20
日
�
▽
２
月
17
日
�
▽
３

月
17
日
�

時
間

午
前
９
時
〜
午
後
９
時
30
分

場
所

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
温
水

プ
ー
ル
（
大
谷
６
―
28
）

※

利
用
に
あ
た
っ
て
は
、
利
用
規
定

に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

ス
ポ
ー
ツ
課

�(

915)

３
５
０
０

春
日
市
野
外
活
動
場
内
の
星
の
館
（
天

体
観
測
所
）
で
、
毎
月
、
星
の
観
望
会

を
行
っ
て
い
ま
す
。

日
時

12
月
22
日
�

午
後
７
時
〜
９
時

※

天
候
に
よ
り
中
止
に
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

場
所

春
日
市
野
外
活
動
場
星
の
館

（
大
野
城
市
牛
頸

う
し
く
び

２
３
７
４
ー

２
）

参
加
費

▽
高
校
生
以
上
２
０
０
円

▽
中
学
生
以
下
１
０
０
円

※

中
学
生
以
下
は
保
護
者
が
同
伴
し

て
く
だ
さ
い
。

定
員

20
人
（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽

選
）

申
込
方
法

12
月
14
日
�
ま
で
に
電
話

で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

ス
ポ
ー
ツ
課

�(

571)

３
２
３
４

春
日
市
母
子
寡
婦
福
祉
会
は
、
母
子

家
庭
の
子
ど
も
た
ち
同
士
・
親
同
士
が

自
由
に
意
見
を
述
べ
合
っ
た
り
、
ア
ド

バ
イ
ス
し
合
っ
た
り
す
る
「
子
ど
も
サ

ミ
ッ
ト
」
と
「
お
か
あ
さ
ん
ク
ラ
ブ
」

を
行
い
ま
す
。

日
時

12
月
23
日
�

午
後
０
時
30
分
〜
３
時

会
場

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
（
昇

町
３
―
１
０
１
）

対
象
・
内
容

▽
小
学
４
年
生
以
上
の
子
ど
も

子
ど
も
サ
ミ
ッ
ト
「
ね
え
、
ね
え
、

ど
う
思
う
？
」

▽
母
子
家
庭
の
親

お
か
あ
さ
ん
ク
ラ
ブ
「
ち
ょ
っ
と
、

聞
い
て
・
・
・
」

▽
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
「
バ
イ
オ

リ
ン
＆
ピ
ア
ノ
」(

午
後
２
時
〜
３
時)

参
加
費

５
０
０
円(

１
世
帯)

※

小
学
３
年
生
ま
で
の
子
ど
も
を
対

象
に
無
料
で
託
児
を
行
い
ま
す
。

(

要
申
し
込
み)

申
込
方
法

12
月
17
日
�
ま
で
に
電
話

か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
、
託
児
の
有
無

を
連
絡
す
る

申
込
先

春
日
市
母
子
寡
婦
福
祉
会

(

白
水
大
池
公
園
売
店
）

�(

596)

９
９
２
５(

5
兼
用)

問
い
合
わ
せ
先

合
原

ご
う
ば
る

�
０
９
０(

１
８
７
６)

９
５
９
１

大
掃
除
を
前
に
、
粗
大
ゴ
ミ
の
出

し
方
を
も
う
一
度
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

１

毎
月
15
日
ま
で
に
、
環
境
対
策

課
へ
電
話
で
収
集
の
予
約
を
す
る
。

２

粗
大
ゴ
ミ
指
定
シ
ー
ル
（
税
込

み
５
０
０
円
）
を
必
要
枚
数
購
入

し
、
粗
大
ゴ
ミ
に
は
る
。

３

毎
月
第
４
回
目
の
指
定
曜
日
の

午
後
10
時
ま
で
に
、
家
の
前
に
出

す
。

確
認
し
よ
う

▽
指
定
ゴ
ミ
袋
に
入
る
も
の
は
、
分

別
し
て
出
し
ま
し
ょ
う
。

▽
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
４
品
目
（
エ
ア

コ
ン
、
冷
蔵
庫
、
テ
レ
ビ
、
洗
濯

機
）
や
、
バ
イ
ク
、
建
築
廃
材
、

タ
イ
ヤ
、
バ
ッ
テ
リ
ー
な
ど
は
粗

大
ゴ
ミ
と
し
て
出
せ
ま
せ
ん
。
購

入
し
た
販
売
店
な
ど
に
引
き
取
っ

て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

※

粗
大
ゴ
ミ
は
、
個
人
で
直
接
処

理
施
設
に
持
ち
込
む
こ
と
も
で
き

ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

（
環
境
対
策
課
）

イ
ベ
ン
ト�

春日市役所（1584-1111）への問い合わせは、各担当課まで

星
の
観
望
会

母
子
家
庭
の
親
子
集
ま
れ

子
ど
も
サ
ミ
ッ
ト
・
お
か
あ
さ
ん
ク
ラ
ブ

毎
月
第
３
日
曜
日
は

家
庭
の
日



2001. 12.  1 市報かすが

12

お
知
ら
せ

○
シ
ニ
ア
健
康
水
泳
教
室(

全
８
回)

対
象

60
歳
以
上
の
泳
ぎ
の
苦
手
な

人

日
程

平
成
14
年
１
月
８
日
〜
３
月

12
日
　
毎
週
火
曜
日
（
１
月

15
日
�
・
２
月
19
日
�
を
除

く
）

時
間

午
前
10
時
〜
正
午

定
員

20
人

参
加
費

２，

０
０
０
円

○
ア
ク
ア
ビ
ク
ス
Ａ(

全
12
回)

対
象

18
歳
以
上
の
健
康
な
人

日
程

平
成
14
年
１
月
９
日
〜
３
月

27
日
（
毎
週
水
曜
日
）

時
間

午
前
10
時
〜
正
午

定
員

30
人

参
加
費

３，

０
０
０
円

○
小
学
生
水
泳
教
室(

全
12
回)

対
象

水
の
苦
手
な
児
童

日
程

平
成
14
年
１
月
11
日
〜
３
月

29
日
（
毎
週
金
曜
日
）

時
間

午
後
５
時
〜
７
時

定
員

20
人

参
加
費

３，

０
０
０
円

○
初
心
者
水
泳
教
室(

全
12
回)

対
象

18
歳
以
上
の
水
の
苦
手
な
人

日
程

平
成
14
年
１
月
10
日
〜
３
月

28
日
（
毎
週
木
曜
日
）

時
間

午
後
７
時
〜
９
時

定
員

20
人

参
加
費

３，

０
０
０
円

○
ア
ク
ア
ビ
ク
ス
Ｂ(

全
12
回)

対
象

18
歳
以
上
の
健
康
な
人

日
程

平
成
14
年
１
月
12
日
〜
３
月

30
日
（
毎
週
土
曜
日
）

時
間

午
前
10
時
〜
正
午

定
員

30
人

参
加
費

３，

０
０
０
円

○
ア
ク
ア
ビ
ク
ス
Ｃ(

全
８
回)

対
象

18
歳
以
上
の
健
康
な
人

日
程

平
成
14
年
２
月
７
日
〜
３
月

28
日
（
毎
週
木
曜
日
）

時
間

午
前
10
時
〜
正
午

定
員

30
人

参
加
費

２，

０
０
０
円

※

い
ず
れ
も
申
込
多
数
の
場
合
は
抽

選
と
し
、
結
果
は
当
選
者
に
の
み
通

知
し
ま
す
。

場
所

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
温
水

プ
ー
ル(

大
谷
６
―
28)

申
込
方
法

12
月
13
日
�
午
後
５
時
ま

で
に
、
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク

ス
で
希
望
す
る
教
室
名
、住
所
、

郵
便
番
号
、
氏
名(

ふ
り
が
な)

、

年
齢(

小
学
生
は
学
年
も)

、
性

別
、
電
話
番
号
を
連
絡
す
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

ス
ポ
ー
ツ
課

温
水
プ
ー
ル
担
当

�(

915)

３
５
０
０

5(
585)

１
６
３
４

宮
田

み
や
た

優
衣

ゆ

い

ち
ゃ
ん（
春
日
原
南
町
）

平
成
11
年
12
月
４
日
生

久
保
田

く

ぼ

た

葵あ
お
い

ち
ゃ
ん（
下
白
水
北
）

平
成
10
年
12
月
19
日
生

下
鶴

し
も
づ
る

壮
真

そ
う
ま

ち
ゃ
ん（
若
葉
台
東
）

平
成
10
年
12
月
10
日
生

宮
本

み
や
も
と

遥は
る
か

ち
ゃ
ん
（
日
の
出
町
）

平
成
11
年
12
月
７
日
生

古
屋

こ

や

翔
太

し
よ
う
た

ち
ゃ
ん（
紅
葉
ヶ
丘
東
）

平
成
11
年
12
月
11
日
生

「
昭
和
を
知
ら
な
い
き
み
た
ち
へ
」

を
テ
ー
マ
に
、
つ
い
こ
の
間
ま
で
、

あ
た
り
ま
え
の
よ
う
に
目
に
し
て
い

た
昭
和
の
風
景
を
、
当
時
の
電
化
製

品
な
ど
を
展
示
し
再
現
し
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
の
ど
か
だ
っ
た
春
日
の

懐
か
し
い
あ
の
こ
ろ
を
、
ち
ょ
っ
と

の
ぞ
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

入
場
は
無
料
で
す
。

期
間

12
月
15
日
�
〜
14
年
３
月
10

日
�

※

毎
月
第
３
火
曜
日
、
12
月
28
日

〜
１
月
４
日
、
１
月
16
日
�
は
、

お
休
み
し
ま
す
。

場
所

奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館
（
岡

本
３
―
57
）

問
い
合
わ
せ
先

文
化
財
課

�(

501)
１
１
４
４

民
俗
企
画
展

ス
ポ
ー
ツ�

温
水
プ
ー
ル
教
室

受
講
生
募
集

水
中
で
体
を
動
か
す
「
ア
ク
ア
ビ
ク

ス
」
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象
は
18
歳
以
上
で
、
初
心
者
も
歓

迎
し
ま
す
。

練
習
日

毎
週
火
曜
日

時
間

午
後
７
時
〜
９
時

会
費

２，

５
０
０
円(

２
か
月
分)

※

こ
の
他
に
施
設
使
用
料
が
必
要
で

す
。

場
所

春
日
市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

温
水
プ
ー
ル

問
い
合
わ
せ
先

山
田

や

ま

だ

�(

571)

７
１
８
９

ア
ク
ア
ビ
ク
ス
サ
ー
ク
ル

会
員
募
集

な
こ
く
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福
岡
県
司
法
書
士
会
に
よ
る
24
時
間

開
設
の
無
料
電
話
相
談
で
す
。

多
額
の
借
金
に
悩
ん
で
い
る
人
や
、

連
帯
保
証
人
で
困
っ
て
い
る
人
は
ぜ
ひ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時

12
月
15
日
�
午
前
10
時
〜
16
日

�
午
前
10
時

12
月
１
日
の
「
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
」

に
ち
な
ん
で
、
夜
８
時
ま
で
延
長
し
て

無
料
エ
イ
ズ
相
談
・
検
査
窓
口
を
開
設

し
ま
す
。

日
時

12
月
４
日
�
　
午
前
９
時
〜
11

時
、
午
後
１
時
〜
８
時

場
所

筑
紫
保
健
所
（
大
野
城
市
白
木

原
３
―
５
―
25
）

内
容

医
師
、
保
健
婦
に
よ
る
エ
イ
ズ

に
関
す
る
相
談
と
検
査
（
と
く

名
可
）

※

検
査
結
果
は
、
１
週
間
後
に
直
接

本
人
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、
無
料
エ
イ
ズ
相
談
・
検
査

は
毎
週
火
曜
日（
午
前
９
時
〜
11
時
）

に
行
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

筑
紫
保
健
所
保
健
課

感
染
症
係

�(

582)

２
５
２
２

九
州
北
部
税
理
士
会
や
県
司
法
書
士

会
、
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
な
ど
で
つ

く
る
福
岡
専
門
職
団
体
連
絡
協
議
会
に

よ
る
無
料
相
談
で
す
。

日
時

12
月
８
日
�
　
午
後
１
時
〜
４

時
（
受
付
は
３
時
ま
で
）

会
場

あ
い
れ
ふ
10
階
講
堂
（
福
岡
市

中
央
区
舞
鶴
２
―
５
―
１
）

相
談
内
容

年
金
、
補
償
問
題
、
相
続
、

遺
言
、
不
動
産
売
買
、
登
記
、

商
標
、
税
務
、
家
賃
、
多
重
債

務
、
高
齢
者
問
題
な
ど

相
談
員

税
理
士
、
司
法
書
士
、
土
地

家
屋
調
査
士
、
弁
理
士
、
不
動

産
鑑
定
士
、
行
政
書
士
、
社
会

保
険
労
務
士
、
弁
護
士
、
公
認

会
計
士

問
い
合
わ
せ
先

福
岡
専
門
職
団
体
連

絡
協
議
会

�(

473)

８
７
６
１

県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
は
、
毎
月

２
回
、
第
２
木
曜
日
、
第
４
水
曜
日
の

夜
間
に
、
弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相

談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

相
談
日
▽
12
月
13
日
�
・
26
日
�
▽
平

成
14
年
１
月
９
日
�
・
23
日
�

▽
２
月
７
日
�
・
27
日
�
▽
３

月
７
日
�
・
27
日
�

時
間

午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

場
所

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
福
岡
県
母

子
寡
婦
福
祉
連
合
会
事
務
所

（
原
町
３
―
１
―
７
）

定
員

各
４
人(

申
込
先
着
順)

申
込
方
法

各
相
談
日
前
日
ま
で
に
電

話
で
予
約
す
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

県
母
子
寡
婦

福
祉
連
合
会

�(

584)

３
９
２
２

春日市役所（1584-1111）への問い合わせは、各担当課まで

先方への電話は12月1日以
降にお願いします。

【ゆずります】
●ベビー布団セットu枕付
きuディズニーuクリーム
色u５千円●キッチンフェ
ンスuロック式u２千円●
和室用照明u千円●ベビー
服u秋・冬物u百～５百円
u古川

ふるかわ

�(589)6661
●プレイステーション１u

箱・説明書付きu新品同様
u８千円u市橋

いちはし

�(571)97
80
●エレクトーンu無料●
ベビーベッドu７千円●ハ
イアンドローベビーチェア
ーu１万円●カタカタ（押
し車）uコンビu８百円●
ベビー昼寝イスu５千円●
プレイジムuミッフィーu

５百円●イスuテーブルに
引っ掛けて使うuディズニ
ーu千円u林

はやし

�090(8767)
4603
●春日幼稚園制服u男児用
uスモックu年少用カラー
帽子(白色) u体操服●河合
サッカー教室uユニフォー
ム、ジャージ、スポーツバ
ック、ボール、テキストな
どuいずれも卒園後渡しu

価格は応談u玉井
た ま い

�(595)
3649（留守電へ）
●婦人服uスーツ、ブラウ
スなどu15点●紳士服u冬
物スーツ、セーターなどu

５点u全部で２千円u林原
はやしばら

�(593)4963
●電子レンジuシャープu

横45cm×縦27㎝×奥行
32cmu灰色u無料u島田

し ま だ

�090(9594)2996

無
料
エ
イ
ズ
相
談
・
検
査

筑
紫
保
健
所

く
ら
し
事
業
・
な
ん
で
も

相
談
フ
ェ
ア

母(

父)

子
家
庭
・
寡
婦
の
た
め
の

夜
間
無
料
法
律
相
談

子
育
て
教
室

予
防
接
種
に
つ
い
て

健
康
・
保
健�

１
歳
未
満
の
子
ど
も
と
そ
の
親
の
交

流
の
場
で
す
。
今
月
の
テ
ー
マ
は
、「
予

防
接
種
に
つ
い
て
」
で
す
。
気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

日
時

12
月
12
日
�

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

場
所

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
（
昇
町
１
―

１
２
０
）

持
っ
て
く
る
も
の

母
子
健
康
手
帳

問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

�(

501)

１
１
３
４

相
　
談�

司
法
書
士
に
よ
る
24
時
間

ク
レ
ジ
ッ
ト
サ
ラ
金
１
１
０
番

�(

722)

４
１
３
１
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2001. 12.  1 市報かすが

糖
尿
病
患
者
と
そ
の
家
族
を
対
象
に
、

合
併
症
を
予
防
す
る
具
体
的
な
ヒ
ン
ト

が
得
ら
れ
る
教
室
で
す
。

参
加
は
無
料
で
す
。

日
程
・
時
間
・
内
容

○
12
月
12
日
�

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

講
義

糖
尿
病
合
併
症
と
は

講
師

南
み
な
み

昌
江

ま

さ

え

さ
ん
（
内
科
ク
リ

ニ
ッ
ク
医
院
長
）

○
平
成
14
年
１
月
18
日
�

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

▽
講
義

運
動
療
法
の
す
す
め
方

講
師

斉
藤

さ
い
と
う

篤
司

あ

つ

し

さ
ん
（
九
州
大
学

健
康
科
学
セ
ン
タ
ー
）

▽
講
義
・
実
習

糖
尿
病
の
食
事

講
師

管
理
栄
養
士
、
保
健
婦

○
平
成
14
年
１
月
22
日
�

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

講
義
・
実
習

糖
尿
病
の
食
事

講
師

管
理
栄
養
士
、
保
健
婦

会
場

県
筑
紫
総
合
庁
舎
中
会
議
室

(

大
野
城
市
白
木
原
３
―
５
―
25)

定
員

30
人(

申
込
先
着
順)

申
込
方
法

12
月
４
日
�
ま
で
に
電
話

か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

県
筑
紫
保
健

所
保
健
課
健
康
増
進
係

�(
513)
５
５
８
３

5(

592)
８
４
４
４

自
分
の
体
力
の
度
合
い
を
健
康
度
測

定
で
チ
ェ
ッ
ク
し
、
あ
な
た
に
合
っ
た

正
し
い
運
動
方
法
を
、
専
門
の
健
康
運

動
指
導
士
が
を
指
導
し
ま
す
。

日
時

▽
12
月
５
日
�

午
後
１
時
〜
、
２
時
〜
、
３
時
〜

▽
12
月
17
日
�

午
前
10
時
〜
、
11
時
〜
、
正
午
〜

場
所

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
健
康
度
測
定

室

内
容

▽
診
察
・
肥
満
度
チ
ェ
ッ
ク

▽
最
大
酸
素
摂
取
量
の
測
定
（
自
転
車

エ
ル
ゴ
メ
ー
タ
ー
を
約
16
分
間
こ
ぎ

ま
す
）

▽
健
康
度
の
評
価

対
象

市
内
に
居
住
、
勤
務
す
る
20
歳

以
上
の
人

定
員

30
人(

申
込
先
着
順)

料
金

２，

１
０
０
円

申
込
方
法

電
話
で
申
し
込
む

※

事
前(

３
か
月
以
内)

に
市
で
行
う

基
本
健
康
診
査
ま
た
は
同
程
度
の
内

容
の
健
康
診
断
を
受
け
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

�(

501)

１
１
３
４

県
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

申
込
期
間

12
月
３
日
�
〜
11
日
�

※

詳
し
く
は
、
募
集
案
内
書
を
見
て

く
だ
さ
い
。

募
集
案
内
書
は
、
申
込
期
間
中
、

市
役
所
厚
生
課
と
西
出
張
所
な
ど
に

置
い
て
い
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

福
岡
県
住
宅

供
給
公
社
県
営
住
宅
管
理
部

�(

781)

８
０
６
６

母
子
家
庭
の
母
と
寡
婦
の
自
立
促
進

の
た
め
、
パ
ソ
コ
ン
講
習
会
を
行
い
ま

す
。
託
児
も
行
い
ま
す
。

期
間

平
成
14
年
１
月
22
日
�
〜
２
月

28
日
�
（
平
日
・
土
曜
日
の
夜

間
26
日
間
と
土
・
日
曜
日
の
昼

間
４
日
間
　
計
30
日
間
）

場
所

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
４
階
Ｏ
Ａ

ル
ー
ム(

原
町
３
―
１
―
７)

内
容

表
計
算
講
習
会

※
「
エ
ク
セ
ル
」の
３
級
検
定
受
験
ま

で
指
導
し
ま
す
。

受
講
資
格

母
子
家
庭
の
母
、
寡
婦

受
講
料

無
料
（
教
材
費
と
検
定
料
の

１
万
１，

０
０
０
円
は
自
己
負

担
）

定
員

20
人
（
申
込
多
数
の
場
合
は
書

類
選
考
）

申
込
方
法

12
月
21
日
�(

必
着)

ま
で

に
、
こ
ど
も
未
来
課
ま
た
は
県

福
祉
事
務
所
地
域
福
祉
課
に
備

え
付
け
の
申
込
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
し
て
送
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

県
母
子
寡
婦

福
祉
連
合
会(

〒
816
―
０
８
０

４
原
町
３
―
１
―
７
　
ク
ロ
ー

バ
ー
プ
ラ
ザ
受
け
箱
11
号)

�(

584)

３
９
２
２

川
原

か
わ
は
ら

健
斗

け
ん
と

ち
ゃ
ん（
須
玖
北
）

平
成
12
年
12
月
16
日
生

山
本

や
ま
も
と

紗
愛

さ

え

ち
ゃ
ん（
日
の
出
町
）

平
成
11
年
12
月
29
日
生

山
田

や
ま
だ

真
衣
花

ま

い

か

ち
ゃ
ん（
岡
本
）

平
成
11
年
12
月
24
日
生

濱
田

は
ま
だ

大
和

や
ま
と

ち
ゃ
ん
（
若
葉
台
西
）

平
成
12
年
12
月
25
日
生

　写真は、お子さんの顔が大き
く写っているもので、裏にお子
さんの氏名（ふりがな）、生年月日、
住所、電話番号を書き、広報担
当まで郵送してください。�
　対象は３歳までで、１月４日ま
での到着分の中から抽選で決定
します。�

母
子
・
寡
婦
の
た
め
の

パ
ソ
コ
ン
講
習
会

講
　
座�

健
康
度
測
定

県
営
住
宅
入
居
者
募
集

募
　
集�

糖
尿
病
合
併
症
教
室
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対
象

45
歳
以
上
の
求
職
中
の
人

日
程
（
全
10
日
間
）

▽
１
月
17
日
�
〜
30
日
�
（
日
・
月
曜

日
を
除
く
）

▽
３
月
15
日
�
〜
29
日
�
（
日
・
月
曜

日
と
21
日
�
を
除
く
）

※

い
ず
れ
も
午
前
と
午
後
の
２
コ
ー

ス
が
あ
り
ま
す
。

時
間

▽
午
前
コ
ー
ス
　
午
前
９
時
〜
正
午

▽
午
後
コ
ー
ス
　
午
後
１
時
〜
４
時

会
場

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
Ｏ
Ａ
ル
ー

ム
（
原
町
３
―
１
―
７
）

定
員

各
コ
ー
ス
20
人
（
申
込
多
数
の

場
合
は
抽
選
）

申
込
方
法

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
て
往
復
ハ
ガ
キ
に
は
り
、

12
月
10
日
�（
当
日
消
印
有
効
）

ま
で
に
送
る
（
返
信
表
面
に
自

分
の
住
所，

氏
名
を
書
い
て
お

く
）

※

申
込
書
は
市
厚
生
課
に
あ
り
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

�
福
岡
県
高

齢
者
能
力
活
用
セ
ン
タ
ー
「
パ

ソ
コ
ン
講
習
」
係
（
〒
812
―
０

０
１
１
福
岡
市
博
多
区
博
多
駅

前
２
―
９
―
28
福
岡
商
工
会
議

所
ビ
ル
）

�(

432)

６
８
０
０

�
春
日
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

は
、
お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
会
員
で
組

織
さ
れ
、
臨
時
的
な
仕
事
を
請
け
負
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
名

を
か
た
っ
て
個
人
宅
を
訪
問
し
、
剪
定

作
業
な
ど
を
請
け
負
っ
て
現
金
を
受
領

す
る
者
や
業
者
が
横
行
し
て
い
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
で
引
き
受
け
た
仕
事
は
、

会
員
が
お
伺
い
し
て
作
業
を
行
い
ま
す

が
、
そ
の
場
で
現
金
を
受
け
取
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
支
払
い
は
す
べ
て
後

日
送
ら
れ
て
く
る
払
込
用
紙
で
銀
行
に

払
い
込
む
方
式
と
な
っ
て
い
ま
す
。

も
し
、セ
ン
タ
ー
を
名
乗
り
な
が
ら
、

そ
の
場
で
代
金
を
請
求
さ
れ
た
時
は
、

セ
ン
タ
ー
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー

�(

596)

１
８
２
６

高
校
や
大
学
、
専
修
学
校
な
ど
の
学

生
を
対
象
に
、
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」

を
貸
し
付
け
ま
す
。

融
資
限
度
額

２
０
０
万
円

返
済
期
間

10
年
以
内

返
済
方
法

毎
月
元
利
均
等
払
な
ど

問
い
合
わ
せ
先

国
民
生
活
金
融
公
庫

福
岡
西
支
店

�(

712)
４
３
８
１

○
食
事
の
自
己
負
担
を
軽
減

市
民
税
が
非
課
税
の
世
帯
の
人
は
、

申
請
し
、
認
定
証
を
病
院
に
提
示
す
れ

ば
、
入
院
時
の
食
事
の
自
己
負
担
が
減

り
ま
す
。

▽
食
事
の
自
己
負
担
額(

１
日
あ
た
り)

７
８
０
円
↓
６
５
０
円
（
市
民
税
非

課
税
世
帯
の
老
齢
福
祉
年
金
受
給
者

は
３
０
０
円
）

▽
過
去
１
年
間
の
入
院
日
数
が
90
日
を

超
え
る
場
合（
１
日
あ
た
り

５
０
０
円
（
91
日
目
か
ら
）

○
入
院
時
の
自
己
負
担
を
軽
減

老
人
医
療
受
給
者
は
、
申
請
し
、
認

定
証
を
病
院
に
提
示
す
れ
ば
、
入
院
時

の
一
部
負
担
金
（
一
割
負
担
）
の
限
度

額
が
下
が
り
ま
す
。

▽
限
度
額
３
万
７，

２
０
０
円
↓
２
万

４，

６
０
０
円
（
市
民
税
非
課
税
世

帯
の
老
齢
福
祉
年
金
受
給
者
は
、
１

万
５，

０
０
０
円
）

○
申
請
に
必
要
な
も
の

▽
保
険
証

▽
老
人
医
療
証
（
持
っ
て
い
る
人
）

▽
印
か
ん

▽
入
院
が
90
日
を
超
え
る
場
合
は
、
入

院
期
間
を
証
明
す
る
も
の
（
領
収
書

な
ど
）

▽
平
成
13
年
度
の
非
課
税
証
明
書（
平
成

13
年
１
月
２
日
以
降
の
転
入
者
や
老

人
医
療
受
給
者
の
世
帯
で
、
そ
の
世

帯
の
主
た
る
生
計
維
持
者
が
春
日
市

外
に
住
ん
で
い
る
場
合
）

※

春
日
市
の
国
保
加
入
者
と
老
人
医

療
受
給
者
以
外
の
人
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
健
康
保
険
の
窓
口
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

（
国
保
年
金
課
）

春日市役所（1584-1111）への問い合わせは、各担当課まで

先方への電話は12月1日以
降にお願いします。

【ゆずってください】
●春日東中学校女子用制服
u夏用、冬用uサイズＳか
Ｍ●自転車▽22～24イン
チuいずれも安価でu西村

にしむら

�(584)6073
●春日第一・春日第二・春
日西幼稚園制服（新型）u

男児用uジャケット、ブラ
ウス、ズボンuサイズ110
～120u3月以降で可u価
格は応談u坂本

さかもと

�(584)
9081
●春日西幼稚園制服（新型）
u女児用uスモックu体操
服uリュックなどuサイズ
100～110u3月以降で可
u無料か安価でu師岡

もろおか

�
(572)4581
●電動ミシンu無料か安価
でu古川

ふるかわ

�(589)6661
●ヤマハ音楽教室ジュニア
科のビデオ１～４とＣＤ１
～４u一部でも可u無料か
安価でu篠原

しのはら

�(593)8313
●腰痛に効果的な健康器具、
健康食品などu無料か安価
でu森

もり

�(585)7202

《このコーナーの掲載希望は》
ハガキに、住所、氏名(匿

名は不可)、電話番号、品物
名(色、サイズ、特徴など詳
しく)、有料・無料の別(有
料の場合は１万円を上限と
する希望価格)などを書いて
市役所広報担当に送ってく
ださい。

※ このコーナーは、リサ
イクルを進めるための伝
言板です。営利目的での
利用はご遠慮ください。
なお、品物の引き取り

方法やクレームについて
は、直接当事者間で話し
合ってください。

高
齢
求
職
者
の
た
め
の

無
料
パ
ソ
コ
ン
講
習
会

「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
」
を
か
た
る

ニ
セ
業
者
に
注
意
を

そ
の
他�

国
民
生
活
金
融
公
庫

国
の
教
育
ロ
ー
ン

軽
減
し
ま
す

入
院
時
の
自
己
負
担



理
容
室
や
美
容
室
に
行
く
こ
と
が
で

き
な
い
高
齢
者
や
障
害
者
の
た
め
に
、

自
宅
に
お
伺
い
し
て
理
容
・
美
容
サ
ー

ビ
ス
を
行
い
ま
す
。

対
象

要
介
護
３
以
上
の
人
、
ま
た
は

外
出
困
難
な
障
害
者(

児)

費
用

実
費(

交
通
費
は
市
が
負
担)

※

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

高
齢
障
害
課

製
造
事
業
所
を
対
象
に
、
12
月
31
日

現
在
で
統
計
調
査
を
行
い
ま
す
。

調
査
方
法
は
、
12
月
か
ら
平
成
14
年

１
月
に
か
け
、
調
査
員
が
各
事
業
所
を

訪
問
し
て
調
査
票
を
配
布
し
、
後
日
回

収
し
ま
す
。

な
お
、
調
査
内
容
に
つ
い
て
は
、
統

計
法
に
基
づ
き
秘
密
が
厳
守
さ
れ
ま
す
。

数
字
な
ど
正
確
な
回
答
を
お
願
い
し
ま

す
。

調
査
内
容

▽
工
業
統
計
調
査

製
造
事
業
所
の
実
態
を
調
査

▽
石
油
等
消
費
構
造
統
計
調
査

従
業
者
30
人
以
上
の
製
造
事
業
所
の

石
油
等
消
費
実
態
を
調
査

問
い
合
わ
せ
先

地
域
づ
く
り
課

年
末
年
始
は
、
例
年
、
輸
血
用
の
血

液
が
不
足
が
ち
に
な
り
ま
す
。

献
血
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

場
所

西
鉄
ス
ト
ア
牛
頸

う
し
く
び

店
（
大
野
城

市
若
草
３
―
１
―
１
）

日
時

12
月
７
日
�

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

問
い
合
わ
せ
先

大
野
城
市
社
会
福
祉

協
議
会

�(

572)

７
７
０
０

従
業
員
が
、
採
用
後
に
労
働
災
害
や

交
通
事
故
、
病
気
な
ど
で
身
体
障
害
者

（
中
途
障
害
者
）
と
な
っ
た
場
合
に
、

そ
の
従
業
員
の
雇
用
を
継
続
す
る
た
め

に
必
要
な
施
設
の
改
善
な
ど
に
要
す
る

費
用
を
助
成
し
ま
す
。

助
成
額

○
中
途
障
害
者
作
業
施
設
設
置
等
助
成
金

作
業
施
設
、
設
備
、
付
帯
施
設
に
要

す
る
費
用
の
２
／
３
（
限
度
額
４
５

０
万
円
）

※

こ
れ
ら
の
施
設
や
設
備
を
賃
借
し

た
場
合
も
助
成
さ
れ
ま
す
。

○
重
度
中
途
障
害
者
職
場
適
応
助
成
金

（
職
務
開
発
や
能
力
開
発
、
健
康
管

理
な
ど
）
　
中
途
障
害
者
で
あ
る
重

度
身
体
障
害
者
一
人
に
つ
き
月
３
万

円
を
３
年
間(

費
用
負
担
が
あ
る
場
合
）

※

詳
し
い
内
容
や
申
請
方
法
な
ど
に

つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

�
福
岡
県
障
害
者
雇

用
促
進
協
会

�(

473)

７
６
８
５

お
知
ら
せ
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みてみてきいて�

インターホンでの会話で
す。
私｢お母さんいますか｣
女の子｢ママー!!･･･いま

せん･･･｣
これだけだとごく普通の

会話ですが、実際は「ママ
ー!!」の後に、｢ママはいま
せん、て言いなさい｣という
母親のひそひそ声がしっか
り聞こえてきたのです。
同じ親の立場として、と

ても悲しくなりました。
あなたは子どもに、｢うそ

をついてはいけません｣と教
えていないのですか。教え
ているなら、なぜ子どもに
うそを強要するのですか。
きっとあなたの子は、あな
たの二重の基準にびっくり
し、戸惑い、どうしていい
か分からず、心細い気持ち
で、｢･･･いません･･･｣と消
え入るような声で言ったの
です。
どうか、お子さんの心を

気遣ってあげてください。
私も努力中ですが、親が首
尾一貫した基準を持ってい
ることが、子どもの心の安
定につながるのではないで
しょうか。
ぜひ、がんばりましょう。

　ハガキに題名、住所、氏名、電話番
号を書いて送ってください。とく名や
ペンネームも可。�
　なお、編集の都合で、原文を要約し
たり、表現を変えたりすることがあります。�
あて先　〒８１６－８５０１春日市役所　　
　　　広報担当「エッセイ」係�
※　掲載した人には図書券（500円分）
　を進呈します。�

キココ

親であるなら
ペンネーム

製
造
事
業
所
の
み
な
さ
ん

統
計
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

利
用
し
て
み
ま
せ
ん
か

訪
問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス

献
血
に
ご
協
力
を

利
用
し
ま
せ
ん
か

障
害
者
雇
用
継
続
助
成
金

国
民
年
金
を
納
め
て
い
る
人
が
亡
く

な
っ
た
と
き
は
、
子
ど
も
の
い
る
妻
ま

た
は
子
ど
も
に
対
し
て
遺
族
基
礎
年
金

が
支
給
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
い
ず
れ

も
18
歳
未
満
の
子
ど
も
、
ま
た
は
１
・

２
級
の
障
害
の
状
態
に
あ
る
20
歳
未
満

の
子
ど
も
が
い
る
場
合
に
限
り
ま
す
。

支
給
の
条
件

亡
く
な
っ
た
人
が
、

１
　
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
た

２
　
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
た

３

老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
期
間

を
満
た
し
て
い
た

の
い
ず
れ
か
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

た
だ
し
１
に
つ
い
て
は
、
死
亡
月
の

前
々
月
ま
で
の
加
入
期
間
の
３
分
の
２

以
上(

免
除
期
間
を
含
む)

保
険
料
を
納

め
て
い
る
こ
と
が
条
件
で
す
。

※

平
成
18
年
３
月
31
日
ま
で
に
亡
く

な
っ
た
場
合
は
、
特
例
と
し
て
死
亡

日
前
の
１
年
間
に
保
険
料
の
滞
納
が

な
け
れ
ば
支
給
さ
れ
ま
す
。

も
し
も
の
と
き
の

「
遺
族
基
礎
年
金
」

遺
族
基
礎
年
金
の
年
金
額

平
成
13
年
度
の
遺
族
基
礎
年
金
の
額

は
80
万
４，

２
０
０
円
で
す
。

子
ど
も
の
加
算
額
を
加
え
る
と
、
次

の
と
お
り
で
す
。

（
国
保
年
金
課
年
金
担
当
）



11
月
27
日
�
に
予
定
し
て
い
た
桜

ヶ
丘
地
区
の
出
前
ト
ー
ク
「
市
長
と

語
る
」
の
日
程
を
変
更
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
桜
ヶ
丘
地
区
が
最
後

の
出
前
ト
ー
ク
と
な
り
ま
す
。

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
。予

約
は
不
要
で
す
。
直
接
会
場
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

開
催
日

12
月
５
日
�

時
間

午
後
７
時
〜
９
時

会
場

桜
ヶ
丘
地
区
公
民
館(

桜
ケ

丘
７
―
１
―
２)

（
行
政
管
理
課
）

出
前
ト
ー
ク
「
市
長
と
語
る
」

桜
ヶ
丘
地
区
の
日
程
変
更

お
知
ら
せ
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交
通
事
故
で
け
が
を
し
た
ら

交
通
事
故
で
け
が
を
し
た
場
合
の

治
療
に
も
国
保
の
保
険
証
を
使
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
必
ず
市
役
所
へ
届
け
出

を
し
て
く
だ
さ
い
。
用
紙
は
市
国
保

年
金
課
に
あ
り
ま
す
。

そ
の
他
の
場
合

他
人
に
け
が
を
さ
せ
ら
れ
た
り
、

よ
そ
の
飼
い
犬
に
か
ま
れ
た
と
き
な

ど
も
保
険
証
は
使
え
ま
す
が
、
届
け

出
が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

（
国
保
年
金
課
）

情
報
通
信
機
器
を
活
用
し
な
が
ら
、

自
宅
な
ど
で
企
業
な
ど
か
ら
の
仕
事
を

請
け
負
う
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
が
注
目
さ
れ
て
い

ま
す
。

県
は
、
こ
の
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
を
支
援
し
、

育
成
し
て
い
く
た
め
の
拠
点
と
し
て
、

「
福
岡
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」

を
開
設
し
ま
し
た
。

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

福
岡
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
福
岡
市
中
央

区
天
神
２
―
８
―
49
福
岡
富
士

ビ
ル
４
階
）

�(

781)

２
０
１
１

5(

781)

２
０
９
９

【http://w
w
w
.so
ho
fukuo

ka.co
m

】

春日市役所（1584-1111）への問い合わせは、各担当課まで

市税の滞納処分のため、電話加入権を公売します。
日時 12月12日�　午前10時～
場所 春日市役所　２０１会議室
公売予定台数 10台
※ 市税が完納された場合は、公売を中止することが
あります。当日、確かめてください。
問い合わせ先 税務課

電話加入権の公売1

福
岡
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ

ソ

ー

ホ

ー

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た

「
卯う

の
日
に
着
物
を
つ
く
る
と
鵜う(

卯)

の
羽
根
重
ね
で
ま
た
着
物
が
で
き
る
」

着
物
を
縫
い
上
げ
た
り
、
買
っ
た
り

す
る
の
は
卯
の
日
が
よ
い
と
い
う
こ
と

で
す
。
旧
暦
で
は
、
卯
の
日
は
12
日
ご

と
に
回
っ
て
き
ま
す
。
今
年
の
12
月
の

場
合
で
い
う
と
、
６
日
が
癸
卯

み
ず
の
と
う

、
18
日

が
乙
卯

か
の
と
う

、
30
日
が
丁
卯

ひ
の
と
う

と
、
こ
の
日
が

卯
の
日
に
あ
た
り
ま
す
。
日
本
語
に
は

縁
語

え

ん

ご

と
い
っ
て
、
一
つ
の
文
の
中
に
関

係
の
あ
る
こ
と
ば
を
入
れ
て
面
白
味
を

と
「
重
ね
る
」
も
縁
語
的
な
言
い
回
し

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「
よ
そ
行
き
す
る
と
き
は
門か

ど

の
口く

ち

か
ら

出
て
お
潮し

お

井い

を
か
け
て
出
よ
。
そ
の
と

き
は
左
足
か
ら
踏
み
出
せ
」

門
の
口
の
こ
と
は
門
口

か
ど
ぐ
ち

と
も
い
い
ま

す
が
、
今
で
言
え
ば
玄
関
口
の
こ
と
で

す
。
お
潮
井
と
い
う
の
は
”お
潮
井
砂
“

の
こ
と
で
箱
崎
の
浜
か
ら
取
っ
て
き
た

海
砂
で
す
。

今
で
は
こ
の
こ
と
わ
ざ
の
よ
う
な
風

習
も
廃す

た

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
昭
和

30
年
代
ま
で
は
こ
の
春
日
市
域
も
昔
風

の
家
の
造
り
も
多
く
、
門
口
に
は
た
い

て
い
お
潮
井
テ
ボ
が
つ
る
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
お
潮
井
テ
ボ
と
い
う
の
は
今
で

も
筥
崎
宮
で
売
ら
れ
て
い
ま
す
。
赤
と

黒
に
染
め
た
竹
を
組
み
合
わ
せ
て
編
ん

だ
竹
籠か

ご

の
こ
と
で
す
。
テ
ボ
の
代
わ
り

に
”お
潮
井
田
子

た

ご

“
と
い
っ
て
、
木
の

箱
を
掛
け
て
い
る
家
も
あ
り
ま
し
た
。

福
岡
地
方
で
は
「
よ
そ
行
き
」
と
い

う
の
は
少
し
あ
ら
た
ま
っ
た
遠
出
の
こ

と
を
意
味
し
ま
す
。
よ
そ
行
き
す
る
と

き
は
裏
口
か
ら
で
は
な
く
必
ず
門
の
口

か
ら
出
ま
す
。
出
ぎ
わ
に
お
潮
井
テ
ボ

か
ら
一
つ
ま
み
お
潮
井
を
と
っ
て
衣
服

の
肩
や
胸
の
あ
た
り
に
ふ
り
か
け
ま
し

た
。
ど
ん
な
悪
さ
の
子
ど
も
で
も
遠
足

の
日
と
運
動
会
の
日
は
お
潮
井
を
忘
れ

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
し
つ
け
の
よ
い
家

の
子
ど
も
は
毎
朝
、
学
校
に
出
か
け
る

と
き
に
も
お
潮
井
を
か
け
ま
し
た
。

で
は
、
こ
の
お
潮
井
は
ど
ん
な
砂
か

と
い
う
と
、『
社
日

し
ゃ
に
ち

の
お
潮
井
は
よ
く

効
く
』
と
い
う
こ
と
わ
ざ
が
あ
る
よ
う

に
、
春
と
秋
の
社
日
（
今
年
は
３
月
16

日
と
９
月
22
日
）
に
箱
崎
の
浜
か
ら
取

っ
て
く
る
の
で
す
。

ま
た
福
岡
地
方
に
は
、
お
潮
井
配
り

と
い
う
習
慣
が
あ
っ
て
、
春
日
市
域
で

も
旧
村
で
あ
る
春
日
、
須
玖
、
小
倉
、

上
白
水
、
下
白
水
そ
れ
ぞ
れ
の
村
内

む
ら
う
ち

ご

と
に
お
潮
井
を
取
り
に
行
き
ま
し
た
。

た
と
え
ば
上
白
水
で
は
、
取
っ
て
き

た
砂
は
八
幡
様
の
お
潮
井
石
の
上
に
供

え
て
お
き
、
夏
に
な
る
と
毎
日
１
戸
ず

つ
当
番
が
回
っ
て
き
て
、
そ
の
砂
を
少

し
大
き
な
テ
ボ
に
入
れ
て
、
上
白
水
全

戸
に
竹
さ
じ
１
杯
ず
つ
配
っ
て
歩
き
ま

し
た
。

箱
崎
へ
の
お
潮
井
取
り
は
大
正
時
代

ま
で
は
ワ
ラ
ジ
が
け
で
歩
い
て
往
復
し

た
そ
う
で
す
。

春
日
市
郷
土
史
研
究
会
　
平
田

ひ

ら

た

善
積

よ
し
ず
み

ま
じ
な
い
・
う
ら
な
い

・
縁
起
　
そ
の
８

275

第
三
者
行
為
の
届
け
出

出
す
手
法
が
あ
り
ま
す
が
、「
卯
の
羽
根
」

△門の口にかけられた
お潮井テボ
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あ
そ
ぼ
〜
児
童
セ
ン
タ
ー

18

1 1 1

12
月
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル�

¡

¡

¡

¡

¡

¡

¡

毎
年
大
人
気
の
ク
リ
ス
マ
ス
会
。

今
年
も
み
ん
な
で
楽
し
い
時
間
を

過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

▽
21
日
�
午
後
３
時
〜
（
毛
勝
）

▽
22
日
�
午
後
２
時
〜
（
須
玖
）

▽
22
日
�
午
後
３
時
〜
（
光
町
）

ク
リ
ス
マ
ス
が
終
わ
る
と
、
も

う
す
ぐ
お
正
月
。
今
年
も
い
っ
ぱ

い
遊
ん
だ
児
童
セ
ン
タ
ー
を
、
み

ん
な
で
大
掃
除
し
よ
う
。
大
掃
除

の
あ
と
は
、
年
越
し
そ
ば
を
食
べ

よ
う
ね
。

▽
26
日
�
午
前
10
時
30
分
〜
（
須

玖
）

▽
27
日
�
午
後
２
時
〜
（
光
町
）

▽
28
日
�
午
後
２
時
〜
（
毛
勝
）

※

光
町
と
毛
勝
の
大
掃
除
は
午

前
10
時
か
ら
始
め
る
よ
。



曇
り
の
ち
晴
れ
・
ク
イ
ズ
・
散
歩
道

19

世
界
遺
産
で
有
名
な
屋
久
島

や

く

し

ま

へ
行
っ

て
き
ま
し
た
。
就
職
し
て
以
来
怠
惰
な

生
活
を
送
り
、
体
力
に
全
く
自
信
の
無

い
私
、
エ
コ
に
も
ち
っ
と
も
興
味
の
な

い
私
が
な
ぜ
？
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
が
、

た
い
し
た
理
由
は
あ
り
ま
せ
ん
。
同
期

の
三
十
路
ト
リ
オ
で
飲
ん
で
る
う
ち
に

意
気
投
合
。
単
に
「
縄
文
杉

じ
ょ
う
も
ん
す
ぎ

」
が
見
た

く
な
っ
た
か
ら
で
す
。
そ
れ
じ
ゃ
あ
と

い
う
こ
と
で
、
意
気
揚
揚
と
出
発
し
ま

し
た
▼
当
日
は
朝
の
５
時
半
出
発
。
10

時
間
登
山
の
始
ま
り
で
す
。
登
山
は
な

ん
と
12
年
ぶ
り
。
大
丈
夫
か
、
と
不
安

が
よ
ぎ
り
ま
す
。い
ざ
登
り
始
め
る
と
、

す
ぐ
に
息
は
上
が
る
し
、
の
ど
は
渇
く

し
、
い
い
こ
と
な
ん
て
一
つ
も
あ
り
ま

せ
ん
▼
道
無
き
道
を
行
き
、
両
手
両
足

を
使
っ
て
縄
文
杉
へ
到
着
し
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
で
す
。
私
が
想
像
し
て
い

た
の
は
、
縄
文
杉
を
20
人
く
ら
い
で
手

を
つ
な
い
で
取
り
囲
む
風
景
で
す
。
し

か
し
、
実
際
は
保
護
の
た
め
展
望
台
か

ら
の
見
学
で
し
た
。
せ
っ
か
く
登
っ
た

の
に
…
と
思
い
つ
つ
、
そ
れ
で
も
や
は

り
巨
大
な
縄
文
杉
に
圧
倒
さ
れ
て
へ
た

り
込
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
▼
縄
文
杉
の

樹
齢
は
７
千
年
と
も
言
わ
れ
、
世
界
一

長
寿
の
生
物
だ
そ
う
で
す
。
太
古
の
昔

に
思
い
を
は
せ
、
自
分
の
小
さ
さ
を
感

じ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
▼
こ
れ
を
機
会
に

山
登
り
を
趣
味
に
、
と
ま
で
は
い
き
ま

せ
ん
が
、
日
頃

ひ

ご

ろ

の
生
活
を
ち
ょ
っ
ぴ
り

改
め
よ
う
と
心
に
誓
い
ま
し
た
。

(

志)

世
界
遺
産

問１　②DV防止法
問２　③塚原台
問３　①あの子を探して
問４　②11月18日
問５　①人間タワー
（応募総数　55通）

粗大ゴミの電話予約は？
①10日まで
②15日まで
③30日まで

12月4日～10日は何週間？
①人間週間
②人口週間
③人権週間

コンクールで金賞を受賞したのは？
①日の出小学校
②春日小学校
③須玖小学校

年末の交通安全運動の重点項目は？
①違法駐車追放
②暴走運転追放
③飲酒運転追放

古賀さんは市報をいつから保存していた？
①大正5年
②昭和45年
③昭和63年

ヒント　ほかのページを見てください。

応募方法　ハガキに、①市報の月日号②クイ
ズの答え③住所④氏名⑤電話番号
⑥市報に関する感想や要望などを
書いて、送ってください。

あて先　〒816－8501
春日市役所広報担当

締め切り日　12月20日（必着）
※ 全問正解者の中から抽選で、10人に図
書券（500円分）を差し上げます。
なお、賞品の発送をもって発表に代えさ

せていただきます。

ス
コ
ッ
ト
・
ロ
ス
さ
ん

平
成
９
年
か
ら
市
内
の
小
、
中
学

校
で
Ａ
Ｌ
Ｔ

エ
イ
エ
ル
テ
ィ
ー

（
外
国
語
指
導
助
手
）

を
務
め
て
く
れ
た
ス
コ
ッ
ト
・
ロ
ス

先
生
が
急
に
退
職
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

実
は
ス
コ
ッ
ト
先
生
は
ア
メ
リ
カ

軍
の
予
備
兵
で
、
神
奈
川
県
の
座
間

ざ

ま

米
軍
基
地
に
勤
務
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
召
集
の
通
知
か
ら
出
発
ま

で
わ
ず
か
１
週
間
し
か
な
か
っ
た
た

め
、
お
会
い
し
て
春
日
で
の
思
い
出

な
ど
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

「
春
日
で
の
出
来
事
は
楽
し
い
こ
と

ば
か
り
で
し
た
。
中
で
も
１
番
の
思

い
出
は
、
み
ん
な
と
一
緒
に
行
っ
た

修
学
旅
行
で
し
た
。
ア
メ
リ
カ
に
は

修
学
旅
行
は
な
い
ん
で
す
よ
」
と
懐

か
し
そ
う
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

米
軍
基
地
で
の
勤
務
を
終
え
た

ら
、
き
っ
と
ま
た
春
日
市
に
元
気
な

顔
を
見
せ
て
く
れ
る
は
ず
で
す
。
ス

コ
ッ
ト
先
生
、
４
年
間
、
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。



◆
モ
デ
ル
さ
ん
に
は
、
写
真
を
さ
し
あ
げ
ま
す
。

ふれあい文化センター、スポーツセンター、勤労青少年ホームの３会場
で、11月２日～４日、第28回春日市文化祭が行われました。
文化協会などの参加団体は、各会場に分かれ、書道や絵画、手芸、盆栽
などの作品展示やお茶会などを行い、日ごろの活動の成果を披露しました。
３日は、スプリングホールで芸能発表が開催され、舞踊や民謡、合唱な
どの団体が熱演を繰り広げました。
また屋外では、ぜんざいや焼きそばなどのバザーも行われ、多くの人出
でにぎわいました。

△11月４日　「春日南商工店会秋祭」でのもちつき（ザ・モール春日）

市報かすが
発行／春日市役所
編集／春日市役所企画情報課広報担当
印刷／（資）四ヶ所印刷
〒816-8501 福岡県春日市原町3丁目１番地5 
1092（584）1111
http://www.city.kasuga.fukuoka.jp/URL

●市の人口　１０６，７１４人�
　　　　　（前月比＋202人） �

　　女５４，１２４人　男５２，５９０人�
●世帯数　　40,973世帯�

●転入　726人　●出生　109人�

●転出　593人　●死亡　  46人�

　　　　　　　　（10月31日現在）�

第50回福岡県小学校音楽コンクール（ＲＫＢ毎日放送と福岡県小学校音
楽教育研究会主催）が、10月28日、福岡市民会館で行われ、日の出小学校
が合唱部門で金賞(最高賞)を受賞しました。同校の受賞は、初参加の昨年
の銀賞に続いての快挙。
ステージに立ったのは、５、６年生の有志からなる51人。本格的な練習
は、９月中旬から始め、わずか２か月足らずの練習で金賞を受賞とのこと
で驚きです。
｢特別な練習をしたつもりはありません。ただ〝心と声を一つに〟をテー
マに練習を行っただけです｣と指導の萬

ばん

代
だい

孝
たか

子
こ

先生は答えます。
しかし子どもたちは、先生も知らないうちに、昼休みに集まって、自主
練習に励んでいたそうです。
そうした努力もあって、子どもたちは本番も緊張せずにのびのびと歌え
たそうです。そして、みんなの心を一つにして歌えたことが、今回の受賞
につながりました。
金賞受賞おめでとう。

△見事、金賞を受賞した日の出小学校のみな
さん（10月28日福岡市民会館）

△謡曲連盟の発表（スプリングホール）

２、３歳の子どもたちとその母親70組が、10月30日、刈り入れの終わっ
た那珂川町の田んぼで思いっきり“わらあそび“を楽しみました。
これは、田んぼでどろんこになって遊ぶ楽しさを味わってもらおうと｢子育て
ネットワーク春日｣が毎年行っているもの。この日は、麦ふみぞうりを使ったリレ
ーや縄を使った電車ごっこなどさまざまなあそびを、親子で一緒に体験しました。
初めてにもかかわらず、すっかり田んぼに親しんだ子どもたちは、その後、
自分なりのあそびを見つけては、わらや土の感触を楽しんでいました。
やわらかな日差しの中、子どもたちにとって、わらや土は、どんなにおい
がしたのでしょうか。

（広報レポーター　山脇
やまわき

友子
と も こ

）
※ 「子育てネットワーク春日」についてのお問い合わせは、近藤(�(595)
2464)か事務所(�(572)8740・月・木曜日のみ)まで。

△近隣の農家からもらった「麦ふみ用のぞう
り」をはいて親子レース




